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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様

に
は
、
希
望
に
満
ち
た
令
和

７
年
の
新
春
を
、
晴
れ
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
旧
年
中
は
、
市
議

会
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り

ま
す
と
、
元
日
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
や
９
月
の
奥

能
登
豪
雨
な
ど
大
き
な
自
然

災
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
犠

牲
に
な
ら
れ
た
方
や
被
災
者

の
皆
様
に
心
よ
り
お
悔
み
と

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
一
方
、
大
谷
翔
平
選
手
の

大
活
躍
に
よ
る
所
属
チ
ー
ム

の
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
制
覇

や
多
く
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
選
手
団

の
活
躍
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
界
で

は
明
る
い
話
題
も
多
く
あ
り

ま
し
た
。

　

本
年
は
と
い
い
ま
す
と
、

団
塊
の
世
代
全
員
が
後
期
高

齢
者
で
あ
る
75
歳
以
上
に
達

し
、
超
高
齢
社
会
に
突
入
す

る
い
わ
ゆ
る
２
０
２
５
年
問

題
の
年
で
あ
り
ま
す
。
現
役

世
代
の
負
担
を
軽
減
す
る
対

策
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

水
害
対
策
や
財
政
問
題
な
ど

重
要
な
課
題
が
山
積
し
て
お

り
ま
す
が
、
二
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
う
市
議
会
と
し
て

の
責
務
を
果
た
し
、
市
民
の

皆
様
の
声
が
市
の
施
策
に
反

映
さ
れ
る
よ
う
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
本
年
も
、
市
議
会
に
対
し

ま
し
て
、
よ
り
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
一
年
が
市
民
の
皆
様

に
と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し

い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

迎 

春



❷会派の抱負

皆様にとって健康で幸せな年になりますように
　私たち「もばら会」は、市民の皆様が安全・安心で心
豊かに暮らせるまちづくりを目指し、全力で取り組んで
まいります。
　本年もご理解とご厚情を切にお願い申し上げます。

代
表
　
岡
　
沢
　
与
志
隆

　
　
　
金
　
坂
　
道
　
人

金坂　道人　　　岡沢　与志隆

も
ば
ら
会

謹んで新春のご祝詞を申し上げます
　私たちは、すべての市民が健康で安心して暮らすこと
のできるまち茂原の実現を目指し、全力で取り組んでま
いります。
　本年も変わらぬ、ご支援ご協力を宜しくお願い致します。

代
表
　
鈴
　
木
　
敏
　
文

　
　
　
小
　
倉
　
義
　
久

　
　
　
工
　
藤
　
孝
　
弘

　
　
　
杉
　
浦
　
康
　
一

　
　
　
中
　
山
　
和
　
夫

小倉　義久　杉浦　康一　鈴木　敏文　中山　和夫　工藤　孝弘

創
　
政
　
会

明けましておめでとうございます
　私たち３名は、市民の皆様の思いを活動に生かし、常
に安全で安心な暮らしができる茂原市づくりに全力で取
り組んでまいります。ぜひ皆様の声をお聞かせください。
　本年もご支援ご協力をよろしくお願いいたします。

代
表
　
高
　
山
　
佳
　
久

　
　
　
竹
　
村
　
　
聡

　
　
　
横
　
堀
　
喜
一
郎

横堀　喜一郎　　　高山　佳久　　　竹村　聡

薫
風
も
ば
ら

謹賀新年
　希望ある社会へ、皆様の声に耳を傾け安全・安心な茂
原市のため全力で取り組んでまいります。
　本年もご指導をよろしくお願い申し上げます。

代
表
　
小
久
保
　
と
も
こ

　
　
　
石
　
毛
　
隆
　
夫

小久保　ともこ　　石毛　隆夫

公
　
明
　
党



❸

謹んで新春のお慶びを申し上げます新年明けましておめでとうございます

謹賀新年

　市民の皆さまの心に寄り添い「住み続けたいまち」「住
んで良かったまち」づくりへと取り組んで参ります。
　本年も皆さまからの変わらぬご支援をよろしくお願い
申し上げます。

　私たち会派は１人でも多く皆様の声を聞き入れ、市民
サービスの充実を図るため新体制のもとスピードを上げ
活動して参ります。

　多くの市民の声に耳を傾けながら是々非々の態度で議
会へのぞみ、健全な二元代表制の実現に向けて精進して
まいります。
　本年も変わらぬご支援、ご協力を賜りますよう宜しく
お願い申し上げます。

代
表
　
ま
す
だ
　
よ
し
お

　
　
　
河
　
野
　
英
　
美

　
　
　
三
　
橋
　
弘
　
明

代
表
　
向
　
後
　
研
　
二

　
　
　
田
　
畑
　
　
毅

代
表
　
常
　
泉
　
健
　
一

　
　
　
御
　
園
　
敏
　
之

　
　
　
河
　
野
　
健
　
市

三橋　弘明　　　河野　英美　　　ますだ　よしお田畑　毅　　　　向後　研二

河野　健市　　　常泉　健一　　　御園　敏之

志

友

会

令
和
茂
原

緑
　
風
　
会

平
　
ゆ
き
子

細
谷 

菜
穂
子

明けまして
おめでとうございます

新春を寿ぎ
お慶び申し上げます

　憲法を遵守し、市民の
命と暮らしを守るために
全力を尽くします。

　市民の皆様のために、防犯・
防災強化で安全で住みやすい
環境づくりを目指し、子ども
から高齢者まで支援が届くよ
うに努めてまいります。



❹

～各常任委員会の行政視察報告～
建設経済委員会 教育福祉委員会 総務委員会

日　程　令和 6年 11月 6日（水）、7日（木）
視察先　愛知県清須市、犬山市
目　的　清須市　避難所における LPガスを使った
　　　　　　　　冷暖房設備について
　　　　犬山市　災害時にペット同室避難ができる
　　　　　　　　避難所について
委　員　㊣�杉浦、副岡沢、横堀、田畑、中山、平、三橋、

常泉

日　程　令和 6年 10月 21日（月）、22日（火）
視察先　福島県伊達市、宮城県白石市
目　的　伊達市　伊達市版ネウボラについて
　　　　白石市　�学びの多様化学校（白石きぼう学園）

について
委　員　㊣�石毛、副高山、小倉、河野（英）、河野（健）、

細谷、鈴木

日　程　令和 6年 10月 21日（月）、22日（火）
視察先　滋賀県東近江市、米原市
目　的　東近江市　自動運転サービスについて
　　　　米原市　�米原市スマート農業推進方針の策定

について
委　員　㊣�小久保、副工藤、竹村、御園、向後、金坂、

ますだ

　清須市では、災害時の避難所に指定されている市内の
公立小中学校 12校の体育館に、災害が発生したときの
停電時に 3日間程度を蓄えることのできる LP ガスの貯
蔵施設を備えたガスヒートポンプエアコン（電源自立型
GHP）を設置した。茂原市でも天然ガスが豊富なことか
ら、避難所である公立小中学校の体育館にエアコンの設
置を検討していかなければならない。
　犬山市では、市内 33か所の指定避難所のうち、3か
所をペットと同室で過ごせる避難所に位置づけ、避難所
の室内へのペット受け入れを可能にした。また、残りの
30か所については、ペットの同行避難ということであり、
ペット用のゲージ、ペットフード、トイレ用品などを備
蓄し訓練を実施している。本市でも一部の避難所でペッ
トの同行避難が可能となっているが、今後、避難所への
ペット用の備蓄品や同行避難を追加していく必要がある
と思われる。

　伊達市では、こどもが健やかに成長し、将来の夢の実
現と自立に向かえるような「架け橋」となれるよう、保
健・福祉・教育が一体となり、親子が笑顔で暮らすこと
ができるサポートが行われている「伊達市版ネウボラ事
業」が展開されている。同じくこども家庭センターが設
置されている茂原市にとって、切れ目のない支援の手が
かりを多く得ることができた。
　白石市では、「学校らしくない学校」をコンセプトに、
あるがままの児童・生徒を受け入れ、一人一人に応じた
ケアが行われている、小中一貫の不登校特例校である「白
石きぼう学園」を視察。教育長をはじめ、学校関係者の
熱意と、学校で学んでいる児童生徒の、のびのびとした
姿をまじかに観ることができ、大変に有意義であった。

　東近江市では、中山間部における高齢化対策、交通弱
者の生活を支える公共交通機関を補完する手段として、
対象集落と道の駅を結ぶ区間に「自動運転レベル 2」の
自動走行を実施している。利用者の 9割が観光利用であ
り、交流人口、持続的な活動として可能性が広がっていた。
　米原市では、高齢化・土地持ち非農家の増加により、
担い手の作業負担や耕作放棄地の増加の問題があり、ス
マート農業技術を活用した補助事業により「持続可能な
未来型志向」の農業の実現を目指していた。
　国、県、企業との連携について勉強することができ、
茂原市にとって、持続的な事業活動について多くの手が
かりを得ることができた。

議会図書室では、市議会会議録や予算書、
決算書などの行政資料が閲覧できます。

編　集　後　記
　新年明けましておめでとうございます。市民の皆様には、健やかで輝かしい新年をお
迎えのことと、心よりお慶び申し上げます。
　議会報編集委員会では、市民の皆様へ議会活動についてお知らせするため、年４回「も
ばら議会だより」を発行しております。
　今後も限られた紙面ですが、分かりやすく読みやすい紙面づくりを目指してまいりま
すので、引き続きご愛読いただきますようお願い申し上げます。
　本年が皆様にとって良い年でありますことを、心よりご祈念申し上げます。

第９回議会報告会は、令和７年２月２０日（木）
午前 9時から録画配信スタート！！

　より多くの方に報告するため、撮影した内容をインターネットで録画配信する報
告会として実施します。多くの皆様のご視聴をお願いします。
　♢配信日時　２月２０日（木）午前９時から
　♢場　　所　茂原市議会ウェブページ
　♢内　　容　●各常任委員会の報告等
　　　　　　　●市民からの意見紹介
ご意見を募集します！！
　事前に市議会ウェブページの意見募集フォームやＦＡＸなどでお寄せいただいた
ご意見を一部紹介します。事前のご意見は、１月２０日（月）までにご提出ください。

　議会報編集委員会
　委員長　石毛　隆夫　　　副委員長　高山　佳久
　委　員　御園　敏之　　工藤　孝弘　　河野　英美　　岡沢　与志隆　　向後　研二


